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1aSF5 黄雪雪上藻類の系続と分類   
○原慶明1，設楽智文2（1山形大。理。生物，2山形大p院。理工）  
日本海に面した豪雪地帯の残雪期に、標高千メ⊥トル前後のブナ林周縁の雪上に微細藻類が増殖・着色したパッチ＝彩  
雪（fukushima1963）が出現する。極域や標高の高い（森林限界を越えた）山岳地帯に出現する雪上藻類あるいは氷雪藻  
類と共通する種類も多いが、日本固有と思われる種類も存在する0特にここに紹介する黄色彩雪（北海道、東北、北関東）  
の優占種である○血口皿00a5躍ゴ鮎と0．此射まその典塾であり、加えて原記載以来、報告は皆無である。両種は単細胞遊  
泳型ゐ黄金色藻類（Chrysophyceae）で、長短2本の鞭考で遊泳し、細胞表面に1から4の麻状突起を持つ特徴的な形態  
を示す。大きさは0．ぷ刀ノ鮎が10ミクロン、0．加ノが3ミクロン程度であるが、00C前後の積雪表面でも色づくほど増殖す  
る。これを研究室に持ち帰り、室温（150c前後）で顕微鏡観察すると間・もなく不動となり、30分以内に破裂する。した  
がって、以降の全ての作業は40cの低温実験室で行なうことにした。   
確立した培養株（5OCで維持）を用いて形態変異やシスト形成、有性生殖誘起などを実施するとともに、18SrDNAの塩  
基配列を決定した。関連する藻類を含めた系統樹を構築し、Odm00丘β皿コ此〟の系統関係を解析し、以下の結果を得た。  
1）0血00a5属藻類は多系統になり、2）同じ黄雪優占種の○・Jわ∫と単系統となった。3）それらはまた0血℃皿00β∫  
sp．ccMP1899（南極ロス海産）とクレードを形成した？4）0・血塊〟・（オクロモナス目）に形態が酷似した遁走子を放  
出する多細胞性のミズオ（抽5ゐeと放き）と同じく多細胞性のCむ叩0月e加血力血e且〟（ともにクリソキャブサ目）を  
加えて解析すると、この両藻が最も近縁となった。   
以上の結果から、○血Ⅶ刀∞∂gSp．CCMP1899（南極ロス海産）を含め、今回解析に用いた○血℃皿∞aβ皿血〟と0・  
ノわノは雪上で、ミズオとC．加血e血，は湧水も・しくは雪解け水が流入する河川域で、水温が0℃前後から10℃以下の時に繁  
茂するように、近縁5種は寒冷環境に適応した共通性を有することが判明した。（フ・∬血悪道と最も強い類縁性を示したミ  
ズオおよびC．加血e5〟の遊走子（水温が上昇すると放出する）は○一Smitbiiそのものの細胞形態に酷似する。なお，ミズ  
オの遊走子ゐ形態は周知されているが、C．加血e頭のそれについては今回初めて観察された。   
これらの事実から明らかとなった命名上の矛盾点、すなわち1）0・加地ガの属名変更、2）それに伴う0・血の変更措  
置、3）従来の分類体系で、目（order）を越えて認識されたこれら5種の近縁性の反映、5）同じく、細胞と遊走子の形態  
が酷似していた3種の取り扱いについて分類学的な検討を進めている。  
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